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竹類に見られる田奇形　　　無繍繋欝て繍紬搬蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　石沢　　進　　　いことから、珍しい事例に当たるであろう。
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●タケノコの双頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ハチクの帯化

　シダ植物の種によっては、茎の先端が叉状に分岐するこ　　　　植物の帯化現象については、多くの植物で見られる事例

とが常態であるものもあるが、種子植物では、かなり少な　　　であり、特に珍しいことでないが、ハチクカ滞化している

いという。また、茎の生長点が碕形的に割れて双頭になる

ことが、マダケ、クロチク、ハチクなどで桿の根際または

かなり上方で二つに分かれたものがあることが知られてい

る（藤田哲夫　1949）。

　新潟日報で報告された「二またタケノコ」（2008年5月

11日記事参照）は、外見的には、桿の形成初期に生長点

が叉状に分岐したために起こるか、桿の基部近くの稗鞘の

腋芽が生長したとも考えられる。正確には、外観から詳し

い形態が見られないので、桿鞘を取り除き、どの節で、写

真のような形態で分岐しているか確かめる必要がある。外

観からは一方が小型であることが気がかりであるが、生長

新…　潟　 日＿華乏　　　　，、チクの帯花

≡灘難lll羅灘　　　幸幡る・写真卿クの帯化燃市両津天王下（牛
≡鍵灘　鍵　1　　．Q醸・i灘鍵無’　　　　　　　　　　尾神社近く）20m［（両津）573＆03－55】で観察したもので

　2008年（平成20年）5月11日（日曜日）

灘灘灘．難・遡’　のに出会ったの1よ私としては初めてなので写真を掲載し
≡…蟹灘・践　　　　葦　　、　．、　　　　　　　　　　　た。このような事例を見られた方には情報寄せて頂ければ
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≡藤1羅灘灘鱗差1麟楚・ミ学1213P共立出版株式

≡　箋芝蘇苓芝暑吉象奎完義舞　芝奈老i簾あε　1
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　　　　　　　　　「二またタケノコ」（2008年5月11日記事）


